
を形成します。全体整備計画戸数は
209 戸。第１期は 63 戸を建設。実施
期間は平成 23 ～ 25 年度。

《建築住宅課》
【市地域防災計画見直し事業（450 万
円）】３月 11 日に発生した東日本大震
災を受け、「原子力発電所防災計画編」
の暫定的な見直しを早急に実施します。

《危機管理・防災課》

【京都舞鶴港日本海ゲートウェイ振興事
業（130 万円）】京都舞鶴港が東アジ
ア諸国と関西経済圏を結ぶゲートウェ
イ（玄関口）として、また、災害時に
おける関西の海上輸送を支援する拠点
としての役割を一層果たせるよう、国
において選定作業が進められている「日
本海側拠点港」の選定を目指します。

▪内容　日本海側拠点港選定を目指し
たシンポジウムの開催など
　　　　　　　　　　《みなと振興課》

【みんなにやさしい安全道路整備事業
（5,000 万円）】「みんなにやさしく安
全」に通行できるよう、子供たちが通
学したり、住民が日常的に利用したり
している生活道路や橋を整備します。

▪対象地域　市内全域
▪整備内容　❖通行帯の明示・確保❖
歩道の段差解消❖交差点の明示❖道路
情報板の設置❖橋梁

りょう

の転落防止柵の設
置

《土木課》

広報まいづる／平成 23 年（2011）８月１日号　　　（４）（５）

　

新
た
な
総
合
計
画
で
、
都
市
像
と
し
て
定
め
た
〝
東
ア
ジ
ア
に
躍
動
す
る
国
際
港
湾
・
交
流
都
市 

舞
鶴
〟
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
“
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・

舞
鶴
”
の
実
現
に
向
け
、
実
行
計
画
で
は
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
と
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
共

通
方
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
後
、
進
め
て
い
く
主
な
新
規
・
拡
張
施
策
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
の

主
要
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
の
安
定
的
成
長
戦
略

　

経
済
や
都
市
の
質
的
な
向
上
や
付
加
価
値
の
創
出
に
重
視
し
、

働
く
場
の
確
保
・
創
出
の
基
礎
で
あ
る
産
業
経
済
の
安
定
的
成
長

と
快
適
で
利
便
性
の
高
い
都
市
空
間
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

働
く
場
の
確
保
・
創
出
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
経
済

が
長
期
的
に
安
定
的
な
成
長
・

拡
大
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
市

が
有
す
る
豊
富
な
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
付
加
価
値

と
魅
力
を
持
っ
た
物
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
市
内
外

で
の
消
費
に
結
び
付
け
、
経
済

規
模
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
東
ア
ジ
ア
圏
と
の
経
済
交
流

働
く
場
の
創
出
と

地
域
経
済
の
安
定
的
成
長

の
促
進
❖
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

（
※
１
）
の
育
成
❖
港
の
に
ぎ
わ

い
の
創
出
❖
企
業
誘
致
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
※
２
）
の
充
実
❖

地
域
資
源
を
活
用
し
た
全
国
ブ

ラ
ン
ド
の
創
出
❖
ま
い
づ
る
の

海
の
恵
み
づ
く
り
の
推
進
❖
林

業
の
生
産
基
盤
の
整
備
❖
水
産

資
源
増
殖
技
術
の
開
発
・
支
援

❖
中
小
企
業
排
出
量
削
減
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど

（
※
１
）
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
…
地
域

経
済
を
先
導
す
る
中
心
的
な
産
業

（
※
２
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
…
企
業
立

地
を
促
す
刺
激
。
優
遇
措
置

魅
力
あ
る
ま
ち
へ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
「
住
ん
で
み
た
い
、
訪
れ
て
み

た
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
み
た

い
」
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

環
境
と
な
る
よ
う
、
知
恵
と
工

夫
で
ま
ち
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
と
と
も
に
、「
海
・
港
」

や
「
赤
れ
ん
が
」
な
ど
本
市
独

特
の
地
域
資
源
を
生
か
す
こ
と

に
よ
り
、
個
性
と
魅
力
を
持
っ

た
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指

し
ま
す
。

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策

❖
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線
白
鳥
ト

ン
ネ
ル
の
整
備
❖
し
尿
処
理
施

設
の
整
備
❖
上
福
井
浄
水
場
管

理
棟
の
更
新
❖
電
気
自
動
車
の

普
及
促
進
❖
引
揚
記
念
館
の
機

能
拡
張
❖
観
光
情
報
発
信
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど

ま
ち
づ
く
り
戦
略
を

推
進
す
る
た
め
の
共
通
方
策

　

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の

推
進
に
よ
り
“
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
・
舞
鶴
”
の
実
現
に
向
け
、

職
員
、
施
設
、
資
金
、
情
報
な

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
へ
の

多
様
な
市
民
の
参
画
❖
情
報
バ

み
ん
な
で
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
戦
略

　

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
と
と

も
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
と
そ
の
補
完
を
強
化
し
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
創
造
し
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
基
礎
と
な
る
家

庭
の
構
築
・
再
生
を
促
進
し
、

多
世
代
に
わ
た
り
家
族
が
協
力

し
て
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め

の
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

個
人
が
孤
独
化
せ
ず
、
自
立
で

き
、
誰
も
が
豊
か
な
暮
ら
し
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

支
え
合
い
の
基
礎
と
な
る

家
庭
の
構
築
と
生
活
の
支
援

地
域
の
つ
な
が
り
と

地
域
力
の
向
上

　

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
自
立
性
を
高
め
、
地
域

の
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
満
ち

た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
制
度

安
心
・
安
全
な

地
域
社
会
の
構
築

　

東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力

㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で

の
事
故
を
受
け
、
地
震
・
津
波
・

原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
な
ど

に
備
え
た
防
災
対
策
の
強
化
や

地
域
医
療
の
確
保
な
ど
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
新
た
な
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
構
築
❖
市
地
域
防
災
計
画
の

抜
本
的
な
見
直
し
❖
原
子
力
発

電
所
立
地
自
治
体
と
同
レ
ベ
ル

と
な
る
協
定
の
更
新
❖
由
良
川

水
防
災
対
策
事
業
の
促
進
❖
医

療
再
生
の
推
進
❖
市
民
病
院
事

業
の
見
直
し
な
ど

次代を担う
人材の育成戦略

　子どもの発達段階や個性を尊重した育成・教育環境づ
くりを進めるとともに、育成に携わる大人も学び続けら
れる環境づくりに取り組みます。

次
代
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
環
境
づ
く
り

　

社
会
全
体
で
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
な
が
ら
、
乳
幼
児
期
か

ら
成
人
ま
で
発
達
段
階
に
応
じ

た
育
成
・
教
育
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
（
仮
称
）
子
育
て
支
援
拠
点

生
涯
に
わ
た
る

学
び
の
環
境
づ
く
り

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

健
康
増
進
の
た
め
の
学
習
機
会

の
充
実
❖
生
涯
学
習
施
設
に
お

け
る
専
門
性
を
有
す
る
職
員
の

資
質
向
上
と
交
流
の
場
づ
く
り

の
支
援
❖
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
育
成
支
援
な
ど

　

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

寄せられた主な意見の概要と市の考え方
意見の概要 市の考え方

新素案の修正などを行うもの
東日本大震災に起因した東京電力㈱福島
第一原子力発電所での事故を踏まえ、原
子力発電所に隣接する自治体として、
原子力発電所の安全確保および原子力に
頼らないエネルギーの確保の課題も記述
すべきである。

「わが国の現状と課題」などにお
いて、原子力発電所の安全確保
や代替エネルギーの推進などの課
題についても記述することとしま
す。

趣旨を施策展開に反映させていくもの
舞鶴国際ふ頭については、港湾機能とし
ての戦略に加え、地域交流・観光の拠点
として利用してはどうか。また、市には
観光名所がいくつかあるが、場所が離れ
ているため、観光アピール的に弱い。絶
景と新鮮な魚介類といった舞鶴の２枚看
板を生かす方法などを考えてはどうか。
市内観光の主要部には無料のシャトルバ
スを回遊させるなど長時間滞在できる環
境を創出してはどうか。

舞鶴国際ふ頭の活用については、
「京都舞鶴港を活かした産業の振
興」などにおいて、観光振興につ
いては、「観光産業の振興による
ビジネスチャンスの創出と観光消
費の増大」や「観光都市としての
魅力づくり」などにおいて、諸施
策を盛り込んでおり、それらの取
り組みの具体化の中で参考にさせ
ていただきます。

高齢者や子どもの医療費を無償化にして
はどうか。財源については、税金を上げ
ることや募金形式で集めて医療費に充て
る方式をとり、徐々に社会システムに組
み入れることで地域全体が支えるものと
して実現してはどうか。

高齢者への支援策については、「高
齢者が安心して生活できる環境づ
くり」において、また、子どもの
医療費については、「安心できる
子育てと人格形成の基礎を培う乳
幼児期の環境づくり」において、
諸施策を盛り込んでおり、それら
の取り組みの具体化の中で参考に
させていただきます。

東日本大震災を踏まえ、地域防災計画の
見直しについて記載されているが、見直
し時期が明確化されていない。早急に防
災計画を作り直し、市民に徹底してほし
い。

東日本大震災を踏まえた地域防災
計画の抜本的な見直しなどについ
ては、国の防災基本計画や府の地
域防災計画との整合性を図りなが
ら修正することになっており、今
後、国や府の動向を注視していき
ます。原子力発電所の暫定防災計
画については、府の原子力発電所
暫定防災計画に基づき、できるだ
け早期に取り組みます。

メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見

提
出
制
度
）
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
同
計
画
の
新
素

案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
た

結
果
、
５
人
か
ら
13
件
の
意
見

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
（
募
集

期
間
：
５
月
24
日
～
６
月
13
日
）。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
新
素
案

の
修
正
な
ど
を
行
う
も
の
が
１

　

新
た
な
総
合
計
画
の
概

要
版
を
10
月
ご
ろ
に
全
戸

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
同

計
画
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
の
結
果
は
、
企
画
政
策

課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各

公
民
館
、大
浦
・
城
南
会
館
、

東
・
西
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

▪
主
な
新
規
・
拡
張
施
策　

❖
多
様
な
暮
ら
し
方
を
応
援
す

　

新
た
な
総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課
（
☎
66
・
１
０
４
２
）
へ
。

【まいづる元気産業創出事業（8,200 万
円）】地域経済の活性化につながる事業
者の取り組みを支援し、新たな事業の創
出や活力ある産業の育成を目指します。

《リーディング産業チャレンジファンド》
▪対象　意欲ある事業者などが行う新た
なビジネスモデルや新商品の研究開発、
販路開拓など
▪交付金額　事業実施に必要な額（限度
額 1,000 万円）
▪事業選定　ファンド委員会（研究機関、
教育機関、金融機関など）を設置し、６
件程度（今年度）を採択予定

舞鶴国際ふ頭舞鶴国際ふ頭

▲緑色で通行帯を分かりやすく明示

23 年度主要事業

【地域づくりサポート制度導入事業（35
万円）】少子・高齢化や周辺部における
過疎化が進行する中、地域コミュニティ
の再生と強化につなげるため、現地現
場主義のもと市職員と地域が一緒にな
って、当該地域の課題解決に向けた将
来ビジョンを策定し、その実現を目指
します。　　　　　　　 《企画政策課》

【公営住宅建替事業（２億 508 万円）】
老朽化した公営住宅（三宅団地）の建
て替えにより、多様化する居住ニーズ
に対応できる良質な市営住宅ストック

23 年度主要事業

　市では、子育て世帯の居住の安定
確保と市内への定住促進、地域の活
性化を目的に「子育て応援住宅助成
制度」を創設。事業費は1,000万円。
　対象などは次のとおりです。
▪対象　次のいずれにも該当。❖住
宅を取得する人と親子関係にある小
学生以下の子どもがいる❖市内で自
らが居住する住宅（新築か新築後１
年以内で未使用の建売）❖平成 23

年８月１日以降に金融機関などで住宅
ローン契約を締結❖住宅の名義人が申
込者本人（持分共有の場合はどちらか
１人）❖市内に本社・本店を有する事
業者と契約を締結して住宅を取得。※
その他要件あり。
▪助成金額　年末における住宅ローン
償還元金残高の0.5％（限度額10万円）
▪助成期間　３年間
▪申し込み方法　所定の用紙（建築住
宅課に備え付け）に住宅ローン契約書
の写しなどの必要書類を添付し、12
月28日（水）までに同課へ持参。
▪ 問 い 合 わ せ 先　 同 課（☎ 66・
1050）

ど
市
が
有
す
る
行
政
資
源
の
最

適
で
有
効
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

ン
ク
「
活
動
資
源
バ
ン
ク
」
の

創
設
❖
施
策
・
事
業
の
外
部
評

価
の
導
入
❖
公
の
施
設
の
施
設

保
全
計
画
・
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
❖
市
税
な
ど
の
納
付
方
法

の
拡
大
❖
施
設
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
再
評
価
）
の
実
施
❖
人
事
評
価

制
度
の
研
究
❖
人
材
育
成
基
本

方
針
の
策
定
な
ど

件
、
そ
の
趣
旨
を
施
策
展
開
に
反

映
さ
せ
て
い
く
も
の
が
８
件
、
意

見
の
趣
旨
が
既
に
新
素
案
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
２
件
、

市
の
考
え
方
を
説
明
し
、
ご
理
解

い
た
だ
く
も
の
が
２
件
で
し
た
。

主
な
意
見
の
概
要
な
ど
は
左
上

表
の
と
お
り
で
す
。

まちの安定的成長戦略

みんなで支え合う
地域づくり戦略

▲三宅団地の完成イメージ図（全体計画）

施
設
整
備
構
想
の
推
進
❖
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
（
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
）
❖
小
中
連
携

教
育
の
推
進
❖
ふ
る
さ
と
学
習

の
推
進
❖
中
学
校
給
食
の
導
入

の
推
進
❖
普
通
教
室
な
ど
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど

学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
家
庭
教
育
の

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

23年度主要事業
次代を担う

人材の育成戦略
【子育て支援医療助成費（2,300 万円）】
健やかに子どもを産み育てる環境づくり
の一環として、乳幼児と児童の健康の保
持・増進を図るため、医療費の一部を市
独自で負担します。また、10 月診療分
より、外来受診に係る小学生への医療費
の助成を市独自で拡充します。
▪対象　小学生まで
▪内容　外来の保険診療による自己負担
額から１医療機関につき 200 円／月を
除いた額を助成（時間外診療および市外
医療機関の受診については、償還払い）

《保険医療課》

【公立保育所統合整備調査事業（910 万
円）】老朽化が進む東地区の３公立保育
所（東保育所、東乳児保育所、南乳児保
育所）について、安心・安全の保育サー
ビス環境を確保するため、統合・改築を
進めます。

《子ども育成課》

【子育て交流拠点施設整備調査等事業
（1,530 万円）】天候に左右されず安心・
安全に子育てができる環境づくりを行う
ため、子育て交流拠点施設の整備計画を
策定します。

《子ども支援課、子ども育成課》

【中学校給食推進経費（250 万円）】中学
校給食の導入を図るため、校長、保護者、
栄養教諭などで構成する（仮称）推進懇
話会を設置し、実施方法などについて検
討します。

《学校教育課》

▲安心・安全な保育サービスを提供（東乳児保育
所の様子）

【公園施設長寿命化事業（945
万円）】今後進む既存の公園施
設の老朽化に対する安全対策
の強化と改築・更新費用の平
準化を図るため、既存公園施
設の長寿命化対策および計画
的な改築・更新を目的に「公
園施設長寿命化計画」を策定
します。

▪対象公園　37 都市公園
▪事業内容　❖健全度調査を
行う公園施設の選定❖公園施
設の点検調査❖健全度調査結
果の整理と優先順位の検討

《都市計画課》

【公共施設のあり方事前調査事
業（600 万円）】公共施設の安
全で最適な管理運営を図る観
点から、保全情報の一元管理

を行うとともに、市民ニーズ
などの変化に応じて施設のあ
り方を検討するため、必要な
データなどを収集する基礎調
査を行います。
▪対象施設　市が保有する公
共施設 207 施設のうち、学校、
公営住宅、公園・道路などの
都市基盤施設や倉庫・駐車場
などの簡易な構造の建築物な
どを除く主要な公共建築物
▪調査内容　今後の改修・保
全計画や施設維持経費などの
基礎データ

《改革推進課・管財契約課》

【行政情報等メール配信シス
テム構築事業（74 万円）】市
民の安心・安全の確保および
積極的な行政情報の発信を図
るため、防災・災害やクマ出
没など緊急時の情報や不審者
情報など市民が必要とする情
報を迅速に提供できる体制を
構築します。

《秘書課》

【軽自動車税コンビニ収納
（800 万円）】軽自動車税をコ
ンビニエンスストアや郵便局

（近畿２府４県）で直接納付で
きるよう、システムの改修や
納付書の様式変更などを実施
します。24年度から実施予定。
　　　　　　　　　《税務課》

《企業発掘育成プロジェクト》
▪内容　❖企業の育成❖地域産業の活性
化を目的に販路やマーケティング調査な
ど

《産業振興・雇用対策課》

　８月８日（月）13 時から商
工観光センター。「舞鶴市リー
ディング産業チャレンジファン
ド」の応募者が新たなビジネス
モデルや新商品の研究開発につ
いて発表。来場者の応募事業に
対する評価は事業採択の参考と
します。先着40人程度。その後、
専門家などで構成する「ファン
ド委員会」で内容を審査し９月
上旬に採択事業を決定。詳細は
市ホームページにも掲載。無料。
申し込み不要。問産業振興・雇
用対策課（☎ 66・1021）

新産業創出に取り組む事業者

公開プレゼンテーション

実行計画

総
合
計
画

概
要
版
を
全
戸
配
布

る
住
宅
施
策
❖
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
の
自
立
と
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

の
導
入
❖
自
主
防
災
組
織
の
育

成
・
強
化
な
ど

３つの戦略と共通方策でまちづくり
新
素
案
に
５
人
か
ら
13
件

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

新たな総合計画 

23年度主要事業
まちづくり戦略を

推進するための共通方策

子育て世帯を応援
住宅取得に助成

▲青葉山ろく公園


